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本論文は全 7 章で構成されており、第 1 章で序論として問題の所在を述べた後、第 2 章では先行研究を概観し、研

























続く第 3 章は、方法論の検討である。本論文では、外国人日本語非母語話者(以下、 NNS) による日本人日本語母





であるという点で、自然談話と制度的談話の中間的性質を有するものといえる。インタビューには、 NS 11 名、 NNS
8 名の協力をいただいた。インタビューは NNS の興味・関心に基づき、 「日本人の結婚観J í 日本の若者」を主な
話題とした。インタビューの過程は録音・録画(録画は調査協力者の許可が得られた場合のみ)し、それらの記録を
もとに文字化資料を作成、分析した。分析は Pomerantz and Fehr (1997) に準拠し、 1) シークエンスの抽出、 2)
シークエンスにおける行為の特定、 3) 話し手による行為のパッケージ方法の考察、 4) 発話の順番取りおよびそのタ
イミングの考察、 5) 行為の達成によって示唆される参与者のアイデンティティ、役割、関係性の考察、の順に行っ
た。
以下、第 4 章から第 6 章では実際の会話データの分析を行っている。
第 4 章は、問題となる発話の産出者本人によって開始された修復、すなわち自己開始修復の問題を扱った。自己開
始修復では、ある発話が有する何らかの問題が、自己開始によって顕在化される。自己開始の方法としては、 1) ポ







































本論文は全 7 章で構成されており、第 1 章で序論として本論文の問題意識を述べた後、第 2 章で先行研究の概観と
理論的立場の明確化、第 3 章で、方法論の検討を行った。続く第 4 章から第 6 章においては、実際の分析結果が示され
ている。第 7 章は結論である。
第 4 章・第 5 章では、自己開始修復および他者開始修復を微視的に記述し、修復という活動の達成過程およびそれ
に影響を与えるコンテクストについて考察した。その結果、修復のあり方は話者個人の内的な認知過程によってのみ
決定されるのではなく、話し手と聞き手の協同作業を通じ、非言語行動や話者間の関係性の保持といった言語外的な
要素とも関連しながら達成されていくことが明らかになった。
第 6 章では、修復の遂行によって構築されるコンテクストについて、特に参与者のアイデンティティの問題を中心
として考察した。本章の分析からは、修復が参与者の母語話者性・非母語話者性の前景化のみならず、両者の役割関
係の転換や母語話者・非母語話者以外のアイデンティティの構築、常識的なカテゴリー付随活動に対する異議申し立
てのためにも機能することが明らかになった。
本論文の知見は、修復という言語活動が非言語的・パラ言語的要素も含めて巧みにデザインされていること、相互
行為という大きなコンテクストに埋め込まれていると同時に、相互行為を達成するためのリソースの一つでもあるこ
とを裏付けるものである。アイデンティティの重層性や発話の歴史性についての考察にはやや不十分な点がみられる
ものの、これらは今後の研究の発展可能性を示すものであり、本論文の優れた成果が損なわれるわけではない。よっ
て、本審査委員会は本論文を博士(言語文化学)の学位を授与するに十分な価値を有するものと認定する。
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